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近年，わが同にbいても欧米諸国と同じような要因から，次第にサノレモネラ食中毒が増加の傾向をみ
せているが，それと関連してわれわれの生活環境にbけるサノレモネラ汚染の増加が指摘されている.
わが国にふ、けるサノレモネラ汚染の増加は，英国念どの例と同様に，諸外国から輸入された生肉，卵ふ、
よぴ動物性飼料をどにサノレモネラが付着して侵入したのが大きを原因とされ， とくに生肉と飼料の影響
については既に多くの報告1)，2)にみられるとbりである.

一方，これらの事実と関連して，われわれの生活環境がサノレモネラによって汚染されてきている例と
して，東京31，大阪41，神奈川討をど， いわゆる大都市周辺にbける河川ではサノレモネラによって高濃
度に汚染されている事実も報告されている.

存者らは，サノレモネラによるこのよう念環境汚染を重視して，まだ余り調査の行まわれていをい地方
都市の河川にふ、けるサノレモネラ汚染の実態を知る目的で今同の調奈を行なった.

検体および検査方法

検査対象は広島県東部地区福山市にふ、ける河水，下水j与、よびと場汚水である.
河水については，昭和43年7月から 12月までの聞に，第1図に示すような 5地点 (A-E)から 11
同採取したもの 55例， 下水は同じく 6月から 10月の期間に 6地点 (a- f)から 6回採取したもの 36
例であり， と場汚水は前年の 10月から 12月までの聞に採取したもの 19例で，合計 110検体である.
検水は 11のポリ容認に採取して実験室に持ち帰り，直ちに以下に述べるような方法に従って検査に
供し7こ.

検査方法は普養寺31，秋山5)らの方法を参考として大量培養の方法を取り入れ，これに高温培養法を
組合わせて検査を進めた. これは本研究の試験に先立ち，予備的に SPIN06)の方法に従ってガーゼス
ワプ法，あるいはメンプランフィノレター法などを検討したが，前者では検出率が悪しまた後者では河
水の汚濁が甚だしいためP過に時間がかかりすきて実際的で念いことなど，余りよい結果が得られなか
ったためである.

検査の順序は以下のとbりで，まず，検水を 500mlと 200mlとに分け，それぞれ倍濃度の普通プ
イヨンに等量に加えて 43"C，18-24時間の前培養を行なった.ついで増殖したプヨインの 1-2mlず
つをセレナイト崎地とハーナーのテトラチオン酸埴培地に移植し，再び 430Cで 18-24時間の選択増

*農林省家高衛生試験場.National Institute of Animal Health， Kodaira， Tokyo 
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A-D: Locations of samp1ing in stream and river 

a-f: Locations of sampling in sewage system 

菌培養を行まった.分離培地としては DHL寒天培地とプリリアントグリーン寒天培地を併用して.

菌検出の確実を期した.

以上が河水と下水からのサノレモネラの検出方法であるが，この前年に行なったと場汚水の検査て、
は，

濃厚ブイヨンによる前培養を 3TCで行なってbり，その他は大体同じ方法で行なった.

宅t，1，'.検査の途中でセレナイト培地の選択能力を検討した結果，ハーナー培地に比較してサノレ
モネラ

の検出率がやや劣る傾向がみられたことから，後半はハーナー培地のみしとて，代りに1検体当り 2本

を使用することとし. 1 mlと 2mlのプイヨンを移植した.

分離培地から釣菌した疑わしい集落については. TSI 培地.SIM 培地ふ、よびリジン脱炭酸培地を
ど

により確認を行をい，サノレモネラの性状を示したものについては，さらに生化学的性状試験，1，、
よび血清

学的試験により同定を行なって菌型を決定した.これらの試験は，以前に報告した飼料のサノレ
モネラ検

査2)の方法と同様に行なった.

な，1，'.下水からの採水に当っては福山市職員の協力を得て，マンホールの部分を開けて採水し
たもの

で，ここに御協力を感謝する次第である.

検査成績

1. 河水

検体はA-Eの5地点から採取したものであるが，各採水地点にお、ける川の大きさは，川巾 4-5m

の用水路から. Eのように 100m以上の大きいものまで区々に分かれていた.

をた. E点の上支流約 5kmの地点には公立と場があり，浄化槽からの排水が放流されている.

河水にbける検査成績は第1表に示すとbりで. A，1，'よびB地点では S.thompsonと S.meleagridis
が

それぞれ1回ずつ検出されたのみであった.これに対してC点では 11回中6回 (54.5%)と陽性率
が高

しまた出現菌型も S.即esterstedeと S.thomps仰がそれぞれ 3回，その他 S.meleagridis， S. derhy. 

S. senftenhergと検出菌裂も多かった.

C点は川巾が 30m位で流れがゆるくゴミ投棄の根跡があり，ちゅう芥やその他の浮遊物が
常時み
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Table 1. Salmonella isolations from streams and rivers. 

一一一一一一
Location of sampling 

Date of sampling 
A B C D E 

1968 

Jul. 4 
Jul. 22 s. meleagridis 

Sept. 11 (:即E伽帥
s. thompson s. thompson 

Sept. 27 s. thompson 
Oct. 16 
Oct. 29 
Nov. 6 s. thompson 
Nov. 11 s. westerstede 

Nov. 19 s. thompson s. meleagridis s. thompson 
Dec. 2 s. tho"，ψson 

Dec. 10 (:御伽
S. se埋ftenberg

s. thompson (s enuritt 
S. thompson 

られるよう念場所であったことから，このよう念ちゅう芥などの投棄が原因で陽性率が高かったものと

も考えられる.

D点は川巾 4m位の用水路であるが， 11問中陽性は4回で， しかも出現菌型はすべて s.thompson 

のみであった.

同じ菌型が何度も検出されているのはC点 (S.westerstedeと S.thompson)も同様であるが，このよう

念成績がみられるということは，本タイプによる汚染が付近に濃厚であり常在化しているためか，ある

いは何か汚染源があって常時間じタイプの菌によって汚染があったのではをかろうかと考えられるが，

詳細は不明である.

E点は前述のごとく，川巾は 100m以上の 1級河川であり，水量も多い川から採水したのである

が，夏季には 1例も検出されず 12月に入って1回だけ陽性を示した. しかも出現菌はサルモネラ食中

毒の原因菌として頻度の高い S.enteritidisと S.thompsonの2菌型であった.

以上，河水にj;、けるサノレモネラの出現状況は 55例中 13例から検出され， 23.6%の陽性率であった.

また出現菌は 1検体から 2種類のタイプが検出されたもの4例があり，結局 13検体から 17株(6種類)

の菌が検出された.

2. 下水

F水については第1図に示したように市内を走る 3つの各幹線下水溝から 1カ所ずつ (a-c) と，

それらの合流点(d)，水位が低いために強制圧送の手段として設けられているポンプ場(e).:b'よぴ終未

処理場(f)の6地点から検水の採取を行なった.

試験の結果は第2表に示すように a，bの両地点ではすべて陰性であった.このうち a点の状況をみ

ると，付近の染色工場から排出される染料に染まった水が流れこんでお斗，従って下水の色は何時も赤

や青黒色に着色していた.サノレモネラ陰性にはこのようをことが関係していたのかも知れをい.

C点では 6同中 3回陽性を示した.採水時の観察では，簡易浄化槽からの排水の流入がみられていた

ことから，陽性が予想されていた地点である.陽性3回のうち2回は同じ菌型の S.mikawashimaが検

出された.

d .:b'よび e点は a，b， cの合流したものであるから陽性例は当然のことと考えられる.

最後の地点である終未処理場(f)では活性汚泥法による処理と塩素滅菌が行まわれていた. しかし，

検体の採取時には施設はまだ建設整備の途中であり，完全に稼動していまかった.そのせいもあってか
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Table 2. Salmonella isolations from sewages. 

Date ofsam向| Location of sampling 

a b c d e f 

1968 

Jun. 18 S. mikawashima 
Jun. 27 S. narashino S.幼0四Itson
Sept. 17 S. mikawashima S.幼ompson
Oct. S. senftenbeな
Oct. 11 S. montevideo 
Oct. 22 S. meleagridis 

6回中3回に陽性がみられた.

以上， 下水にbけるサルモネラの出現状況は， 前記の河水と同じ程度の陽性率 (22.2第，8/36)であ
り，出現菌型も 6型に分けられた.

3. と場汚水

福山市立食肉センター内に設けられていると場の汚水浄化装置の流入口(解体処理室汚水)と排出口

(浄化槽排出汚水)の2カ所bよび浄化槽からの汚水が放流されている地点の河水について調べたもの

である.

その成績は第3表に示すとおpりで，未処理の解体処理室の汚水からは 10例中4例，浄化槽排出汚水

では6例中3例が陽性を示した.

Table 3. Salmonella isolations仕omsewages of slaughterhouse. 

Date of sampling Untreated sewage Treated sewage 、ザastewater 

1967 
Oct. 24 S. give 
Oct. 30 S. meleagridis 
Nov. 7 

Nov. 13 S. derby 
Nov. 22 S. meleagridis 
Nov. 29 

Dec. 5 
J (~:伽ゆson1 ¥s.wMmuri. 

Dec. 13 S. s，句β'enberg S. se，!β'enberg 
Dec. 18 

No. of samples 
10 6 3 

偲 amined
No.ofpositive 

4 3 。
samples 
Per cent positive 40.0 50.0 

ζれら陽性例の出現薗型は s.meleagridisと S.senftenhergが2回ずつ検出された他は S.りIthimurium
~ど 6 種類の菌が分離された.

浄化槽汚水の放流口より約 10m下流の地点から採取した放流河水では，稀釈の影響のためか， 3例

とも陰性であった.

以上，と場汚水にbけるサルモネラの出現状況は，河水bよぴ下水の陽性率よりやや高<36.8% (7/ 

19)の陽性率であり，出現菌型は6型に分けられた.
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と場にbけるサJレモネラ汚染の現状は，以前に比べて非常に濃厚に念りつつあるといわれているη.

念j，'，河水，下水bよびと場汚水のサJレモネラ汚染状況をまとめて示すと第4表のとbりである.

Table 4. Frequency of Salm四'nellacontamination in rivers and sewag田.

Source of I No・ofsamples No. of positive 
samples I examined sampl国

River i 55 13 
Sewage I 36 8 

~ewa~e of I 19 7 
slaughterhouse I 

T仰 1 I 110 28 

Per cent 
pOS1tlve 

23.6 
22.2 

36.8 

25.4 

合計110検体中，陽性例は 28例であり，陽性率は25.4%であった.ζの成績は大都市の成績に比べ

ると 1/2程度の陽性率である.

4. 分離サノレモネラの菌型

つぎに各検水から分離されたサルモネラの菌型を一括して示すと第5表のとbりで，合計 33株， 11

薗型に分けられた.

Table 5. Salmonella serotyp凶 isolatedfrom rivers and sewag四.

Serotype River Sewage 
Sewage of 

slaughterhouse 

S.ゐrby
S. typhimuriUlη 
S. montevidぬ
S. thol'1ψIson 9 2 
S. mikawashima 2 
S. narashino 
S. enteritidis 
S. meleagridis 2 2 
S. give I 

S. sen.ftenberg 2 
S.卸目terstede 3 

Total 17 8 8 

わが国bよび世界的にもサルモネラ食中毒の中で最も発生頻度の高いのは， S. typhimuriumとs.en-
teritidisによるものであるが， これらの両菌型が河水bよぴと場汚水から検出された.われわれが以前

に報告したフイッシュミーJレのサルモネラ検査の成績引では，福山市所在の工場から，また上回ら的も

と場から S.enteritidisを数例分離していることから，本薗型は当地方に常在分布しているものと考え

られる.

河水j，、よぴと場汚水から分離された S.derhyは，米国にまfいて数年前までは，ヒトから分離される

サノレモネラの中で上位に属していた菌型であり 10)，わが国でも近年，比較的と場をどから分離されるよ

うにまった菌型である.広島県では，衛研の中森ら11)が，昭和42年にはじめて福山市の野犬から分離

して£、ることから，本蔚型の常在化も考えられる.

その他，昭和33年頃，三原市を中心として数回にわたって発生したサルモネラ食中毒日}の原因菌は

S. senftenhergであったが，本菌型をはじめ S.thompson， S. narashino， S. meleagridis， S. give念どは既にわ
れわれがこの地方に所在する飼料工場の各種飼料から，あるいは衛研にbいても，野犬，家禽念どの調
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査で分離している薗型であることから，広島県東部地区に分布している菌型が怨像される処である.

しかし， S. montellideo， S. mikawashima j，'よび S.westeTstedeなどは当地方としても， また広島県とし

てもはじめての菌型と考えられる処から，新しいタイプのサルモネテによる汚染の広がりつつあること

が，これらの成績から屯推察されるものである.

考 察

従来わが国に主ずけるサルモネラ汚染は，諸外国に比べて非常に少をいものと考えられていた.それは

例えば，英国まどのように生肉や卵製品，動物性飼料その他がサノレモネラによって高濃度に汚染されて

j，'!J ，サルモネラ食中毒の発生が多し食品衛生上あるいは家畜の衛生上，その防止対策に悩まされて

いたという現状に対して，わが国ではサJレ毛ネラ食中毒の発生にしても，家畜の保菌率にしてもきわめ

て低い状況にあったからである. しかもその原因は，わが国が島国という外界からしゃ断された地域特

殊性によるものと考えられていた.

しかし，近年の望易の自由化に伴をい輸出入物資の増加から，サルモネラに汚染した物資の流入によ

り，今やサルモネラは世界的ま規模で流動をはじめているということが指摘されるようにまった.

それらの事実はやがてわが国にbいても現実の問題として現われ，生肉1)や飼料2}，ヒナ13)念どの輸

入に伴念ってサルモネヲが圏内に持込まれている事実が多〈の報告によって明らかにされた. しかも食

中毒の発生も増加の一途をたどっている.

すをわち，サルモネラの汚染をらびに食中毒の発生に関しては，わが国も欧米型に近づいてきたもの

と考えられる.

さらに，とのよう念事実に伴念って，従来は考えられまかったようまわれわれの生活環境，とくに汚

川や下水まどにbいですらもサルモネラによる汚染が高まってきたことが明らかにまってきた.

普養寺8)は昭和41年に東京都にbける下水のサルモネラ検査で 69.1% (38/55)の陽性結果を得てい

るが，実際の内容を検討すると，梅雨の時期を除いた成績では 1009ぢであったと報告している.

秋山5)は神奈川県下の主要6河川についてサルモネラ検査を行まい 48.7%(38/78)，さらに昭和44

年の主要5河川についての検査では 70%(7110)の成績川を得，とくに検体量がわずか lmlの河水

からも陽性例を得ていることから，もはや河川とは呼べまいようを状況にあるとまで批判している. し

かも，このようま濃厚汚染は家畜の汚物の不法投棄，新興住宅団地念どにbけるし尿浄化槽からの末消

毒放流まどが原因であると指摘している.

また，大阪市におpける河川の検査で来住ら“は 70.5%(12/17)の陽性率を報告している.

このよう念大都市周辺にbける河川あるいは下水のサルモネラによる濃厚汚染に対して，同じ神奈川

県内でも比較的，団地造成や都市化の影響を受けていをいと思われる地域の河川について後藤叫が調

べた成績では， 18.3% (18/98)の陽性率であったと報告している.

同様ま見地から松村18，11)は，大都市に比べてまだ汚染の進んでいまい，すをわち観光県を様桟する

長野県のようま地方都市にbける汚染状況をみる目的で，県内の主要4河川についてサルモネラの分布

調査を行まった結果，第1回目 249ぢ(6/25)，第2回目 22.5% (7/31)であったと報告してj，'!J， 1回

目に比べて2回目の成績の内容から，長野県のよう宏地方都市にbける河川でも菌型の多彩化から，次

第にサル毛ネラによる汚染が高まりつつあることが予想されると述べている.

長野県にbける2回の成績bよび神奈川県の後藤15)の報告例は，今回のわれわれの得た結果とほぼ

同じようま成績であり，同様のことが推定できる.

河川や下水のサルモネラ汚染の原因には，養豚場や養鶏場，と苗場，食肉食品の処理加工場の汚水，.

あるいは一般家庭の台所の排水と共に，簡易浄化槽からの放流水をどの流入が大いに関係しているもの

と考えられる.また，河川!では多くのゴミやちゅう芥の不法投棄も問題である.

従って，今後の対策としては，サルモネ?の汚染に限らず河川の浄化のためには，各事業所からの汚
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水の流入を規制すると同時に，一般市民の衛生観念の向上を計るということも必要念ことであろう.

かつて，わが国では家畜のサノレモネラ保有率が低し またサノレモネラ食中毒も現在程は多く念かっ

た.そのような 10数年前の時点にbいて，大都市に住む野犬のサノレモネラ保菌率を調査した結果，こ

れだけは陽性本の高いことが指摘されていた.しかも出現薗型が，われわれ人聞社会の生活を反映して，

I，;Jじようま蘭型が検出されていたことから，わが国にbけるサルモネヲ汚染の状況を知る意味では，野

犬の調査を行なえば，その地方にぶ在するサノレモネラ分布の実態を抱握することができるということが

いわれていた凶.

しかし現底のように環境汚染が高度に進み. 1 mlのM水からもサノレモネラが検出されるようにま

った今Hでは，河川や下水のサノレモネラを調べることが，その地方にふ、けるサノレモネラ分布の様相を知

る上で，もっとも手近在方法であると考えることができる.

換言すると.ioJ川や下水のサノレモネテ汚染がその地方にふ、けるサノレモネヲ汚染の縮図を示していると

もいうことができる.

近年，環境汚染と公害問題の関係が強〈叫ばれ，とくに河川の汚濁が各方面から指摘されている中

で，経済企画庁長官の諮問機関である中央水質審議会は本年6月，水質汚濁防止法に基づく河川汚濁の

全国一律の基準について答申を行念った.内容は2つの部分に分れてj，>IJ. 1つは健康に直接影響を与

える Cdまど有害ま8物質についての基準であり，他の 1つは大腸薗群まど生活環境に関係する 13項

目についての規制である.水質の汚染を知る指標の 1っとして，大腸菌群を調べることは従来からも行

宏われてきたのであるが，最近の河川にj，、ける汚濁の激しさから，一部の研究者の聞には腸内細菌のす

べてを，あるいはサルモネラそのものを汚染指標としてはどうかという考えすらも出てきている現状で

ある.何れにしても河川あるいは下水のサルモネラ汚染は上昇の一途をたどってj，>1J. まだ陽性率の

低い地方都市にbいてもゆくゆくは大都市なみの護厚汚染にまで上昇するであろうことが憂慮されて

いる.

しかも，このように河川の汚濁が進めば，それは当然，流入する海域にまで影響を及ぼすことも予想

される. 来住ら19)は， そのようを考えの下に大阪湾内の海水についてサルモネラ検査を行念った結

果， 68.4% (26/38) もの陽性率があったことを報告し，公衆衛生上に及ぼす影響の大念ることを警告し

ている.

事実，以上のようを河川のサノレモネラ汚染が進めば，当然の結果として海水の汚染も進む訳で，広島

県のように瀬戸内海に面して，カキやノリの養殖が盛んな地帯ではその影響する処が大きし今後の食

品衛生対策上，重要念問題に直面するものと考えられる.

以上，色々と述べてきたように，わが国にお、けるサJレモネラによる環境汚染の現状は以前に比べて鴛

くほど汚染が高まってきている.環境汚染の集約と考えられるがI川や下水についてサルモネヲ汚染をみ

る目的で検査を行まった処，今回の成績では大都市の成績に比べて.まだ低い結果が得られたが，諸種

の状況からみて，このような地方都市の河川にbいてさえも何れは大都市まみにまで汚染が高まって行

くものと予想される.

このようま現状にあっては，われわれの生活環境を如何にしたら清浄化できるか，如何したら食中毒

左どヒトへの感染の影響を断ち切ることができるかということが，これからの取組むべき問題であると

考えられる.

総 括

地方都市に4ずけるサノレモネラによる環境汚染の実態を知る目的で，昭和41・42年に広島県東部地区福

山市にbける河水，下水まどを対象としてサルモネラの検索を行まった.その結果，以下のよう念成績

が得られた.

1. サJレ毛ネラ陽性率は河水が 23.6%(13/55).下水が 22.2% (8/36)，と場汚水が 36.8%(7/19)の
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成績であった.

2. これらの陽性率は，東京，大阪まど大都市にbける河111i.'よび下水のサルモネラ陽性率に比べる

と，まだ低い状況にある.

3. 28例の陽性検体から分離された 33株の血清型は.S. derby， S.り'phimurium，S. montevideo， S. thomp-
son， S. mikawashima， S. narashino， S. enteritidis， S. meleagridis， S. give， S. senftenberg， S. westerstedeの11種類
に分類された.

4. S. westerstet!など，広島県で今までにみられたことが無い新しい菌型が多数検出されたことから，

当地方にbけるサノレモネラによる環境汚染の進みつつあることが推定できる.

5. このよう念サル毛ネラによる環境汚染の実態から，今後の食品衛生上に及ぼす影響念どについて

指摘した.
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SUMMARY 

One hundred and ten water samples collected from the rivers， sewages and slaughterhouse in 
Fukuyama city in the eastern district of Hiroshima prefecture were examined for Sal，ηIOnella organisms， 
from October 1967 to December 1968. 

It was found that 23.6% (13/55) of the rivers， 22.2% (8/36) of出esewages， and 36.8% (7/19) of 
the sewages of the slaughterhouse were contaminated by this organism. 
These results show that the percentage of contamination is smaller in Fukuyama city than出atin
a large cities， such as Tokyo or Osaka. 
Thirty three strains of Salmonella isolated from water samples were divided into the following 11 
serotyp田: S. derby， S. typhimurium， S. montevideo， S. thompson， S. mikawashima， S. narashino， S. enteritidis， 
S. meleagridis， S. give， S. senftenberg and S.卸'esterstede.
It might be pr'田 umedthat the environmental ∞ntamination of the area by the orga凶smsis in-

creasing gradually， since new types of Salmonella， e. g. S. westerstede etc. never found in Hiroshima pre-
fecture before， were isolated in the area. 


